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【研 究 主題 】

集 団や 社会 の一 員 と しての望 ま しい資 質 をは ぐ くむ 指導 の 工夫

1は じめ に

1研 究のね らい

新 学習指 導要 領 で は、特別 活動 の 目標 が 下記 の よ うに な り、従 来の 「集 団の一員 」 とい う

文言 が、 「集 団や社 会 の一員 」 に改 め られ た。

望 ま しい集 団活 動 を通 して 、心 身 の調和 の とれ た発達 と個 性 の伸長 を図 り、集 団や 社

会の一 員 と して よ りよい 生活 を築 こ うとす る 自主的 、 実践 的 な態度 を育 て る と ともに 、

人間 と して の在 り方 生 き方 につ い ての 自覚 を深 め、 自己を生 かす能 力 を養 う。

この ことは、今 日の生徒 が 、集 団や 社会 の 中で人 間 と して の在 り方 生 き方 につ いての 自覚

を深 めてい き、社 会的 に 自立で き る人 間 と して成 長す る こ とが求 め られ てい るた めで ある。

そ こで、本研 究 で は、学校 生 活 を通 して 、生徒 一 人一 人が 「集 団や 社会 の一 員」 と して 、

社 会的 に 自立 した人 間 にな るた めの望 ま しい資 質 をは ぐくむ 指 導 の在 り方 を探 求す る こ とに

した。

2研 究 の背景 と主 題設 定の 理 由

今 日、 い じめ ・暴 力行 為 ・ひ き こ も り

・凶 悪 犯 罪 の増 加 な ど青 少 年 を め ぐ り様

々 な 課 題 が 生 じて お り、 子 ども た ち に精

神 的 な 自 立 の 遅れ や 社 会 性 の 不 足 な どが

見 られ る。

こ の よ うな課 題 の 背 景 に は 、都 市 化 や

核 家 族 化 、少 子 ・高 齢 化 な どの進 展 に よ

り、地 域 社 会 の 連 帯 感 、 人 間 関係 の希 薄

化 が進 み 、 思 い や りの 心 や 社 会性 な ど豊

か な人 間性 が 子 ど も た ち に は ぐ く まれ に

くくなって い るこ とが 考 え られ る。

平 成8年7月 の 中央 教 育審 議 会 第 一 次

答 申 にお い て も、 子 ど もた ちの 人 間 関 係

を つ くるカ が 弱 い な どの社 会性 の 不 足 や

倫理観 の低 下 が指 摘 され てい る。

こ の た め 、 学 校 や 地 域 社 会 は 、 生 徒 一

人間関係の希薄化
地域 ・社会への連帯感の薄れ
規範意識 の低下
思いや りの心の欠如
直接体験の減少 など

b

主題
集団や社会の一員 としての

「望ましい資質」をはぐくむ指導の工夫

人 一人 が よ りよい社 会の 形成者 とな るた め に、 この よ うな課 題 に正 面か ら向 き合 い、手 立 て

を講 じな けれ ばな らない。
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特 に 、学校 で は、 生徒の豊 か な成 長 を支 え るため に、意 図 的 ・計 画的 に多様 な体 験活 動 の

機 会 の充 実 を図 り、思 いや りの心 、豊 かな 人間性や 社会性 、 自 ら考 え行 動で き る力な どを培

って い くこ とが 必要で あ る。

この ことは 、生徒 が様 々な体 験 を積 み重 ね 、社 会のル ール や 自 ら考 え行 動す る 力を身 に付

け、 自立 や 自我 の確 立 に向けて 成長 して い く ことがで きる環 境 の整備 ・充実 を図 る こ とで あ

る。 そ して 、 この よ うな環 境 の整備 ・充実 を図る こ とが 、集 団 や社 会 の一員 として 主体 的 に

取 り組 む人 間 に成長 して い く基盤 作 りにつ なが る と考 え られ る。

そ こで 、 本研 究部 会で は、特 別活 動 の特 質 であ る集 団活動 、 と りわ け学校 内外 にお け る多

様 な体 験 活 動 を通 して、集 団や 社会 の一 員 と して生 きて い くた め に必 要 とされ る 「望 ま しい

資質」 を育 成す る ことが重 要で あ る と考 え、標記主題 を設 定 した 。

3研 究 の方 法

本 研 究で は、 生徒一 人一 人が 「集 団や 社会 の一員 」 と して、 集 団や 社会 の 中で 人 間 と して

の 在 り方 生 き 方 につ いて の 自覚 を 深 め 、社 会 的 に 自立 した 人 間 にな るた めの 「望 ま しい資

質 」 を次 のよ うに考えた 。

望 ま しLa資 質

集団や社会の一員 として、望ま しい行動 を自ら選択、決定 していく態度や能力

自己の所属する集団に所属感や連帯感 をもち、集団生活や社会生活の向上のために力

を尽くそ うとす る態度

・集団や社会の一員 としての役割 はな にか、ま

た 自分 は どのよ うな責任 を果た さな ければな

らないかを自覚できる こと

・役割を遂行す ることによって自己の存在

感を実感 し生きがいを見い出せ ること

・他の成員 と協 力し、集団生活における規

範や社会生活上のルールを尊重 し責任 を

果たせること

以 上 の 「望 ま しい資質 」 に した が い、生 徒 の意識 と現 状 を把握 す る ことを 目的 と して の ア

ンケー ト調査 を実 施 し、分析 した。

また、指 導 法 の工 夫 につ いて 下記 の実 践 に取 り組 んだ。

実践事例

事例1

事例2

事例3

事例4

ホー ム ルーム活 動 障 害者 福祉 作 業所で のボ ラ ンテ ィア活 動 を通 して の取 り組 み

ホー ムル ーム活 動 相互 評価 を取 り入れ た文化 祭 の取 り組 み

ホー ムル ーム活 動 構 成 的 グル ープ エ ンカウ ンター を取 り入れ た

自己理解 を深 め る取 り組 み

学 校 行 事 移動 教室 を通 して の取 り組 み

実 践 後 、成果 と課題 をま とめた。
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II生 徒の意 識調 査

1調 査の 目的

本研究では、生徒の意識 と現状を把握す るために36項 目のアンケー ト調査を実施 した。

このことによって、1-3の 「研究の方法」で挙 げた 「望 ましい資質」をは ぐくむための指導 ・

援助の観点を得 ることを目的 とした。

なお、本報告書では、特徴的な16項 目のアンケー ト調査結果 とその考察について掲載す る。

2調 査の対象

研究員の所属す る5校(全 日制普通科高校3校 、定時制普通科高校1校 、定時制商業科高校1校)

の生徒(回 答人数 計886名)

3調 査結果及び考察

86,7%の 生徒 が 「一緒 にいて心の落 ち着 く集 団がある」(図1)、 また、79.2%の 生徒が

「みんなで協力 して何かをす ることが好きである」(図2)と 回答 している。

このことから、生徒は何 らかの集団に所属感や連帯感 をもっていると言 える。地域社会の連帯感

や入間関係の希薄化が言われている点か ら、今後は、社会の一員 としての所属感や連帯感 をもたせ 、

よりよいの社会の形成者 となるための適切な指導 ・援助 を行 う必要がある。

vあ てはまる

■ 多少あてはまる

ロ余りあてはまらない

口あてはまらない

■無回答

図1一 緒にいて心の落ち着く集 団がある

口あてはまる

日多少あてはまる

口余りあてはまらない

ロあてはまらない

■無回答

図2み んなで協力 して何かをすることが好 きである

92.4%の 生徒 が 「約 束は守 る」(図3)、 あるいは、79.3%の 生徒 が 「いやなことで も責

任 もって取 り組む」(図4)と 回答 してお り、責任感の強 さが うかが える。 しか し、54.7%の 生

徒が 「クラスで決めた仕事 より自分の用事を優先する」(図5)、 あるいは、..2%の 生徒が 「与

えられた仕事を途 中で投げ出す ことがある」(図6)と 回答 している。

この ことか ら、責任 を果 たそ うとす る気持 ちをもちなが らも、 自分の都合 で行動す る自分本位 な

面や 自分のや るべきことを最後 までや り遂げ られない意志の弱 さが見 られ る。

このため、ホームルーム活動、学校行事、生徒会活動 を通 して、生徒一人一人に責任を果たす場

を提供 し、集団や社会 の成員 として自覚ある行動ができるように指導 ・援助 を行 う必要がある。
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図3約 束は守 る

■あて1ままる

'm多 少あてはまる

口余りあてはまらない

口あてはまらない

日黛回答

図5ク ラスで決めた仕事より自分の用事を優先す る

回あてはまる

0多 少あてはまる

0余 りあてはまらない

口あてはまらない

■黒回苔

図4い やな ことで も責任 をもって取 り組む

ロあてはまる

m多 少あてはまる

口余りあてrsまらない

ロあて1ままらない

■儀回s

図6与 えられ た仕事を途 中で投げ出すことがある

85.0%の 生徒が 「一つの仕事 をや りとげて充実感を得たことがある」(図7)と 回答 している。

一方で 「どんな ことでも計画的に進め られ る」(図8)と 回答 している生徒は45 .5%で ある。

このこ とか ら、生徒一人一 人に対 して、計画性をもたせた自主的 ・自発的な行動 を促 し、達成感

や充実感が得 られるように指導 ・援助を行 う必要がある。

図7一 っの仕事をや りとげて充実感 を得た ことがある

日あてはまる

0多 少あてはまる

口余りあては審らない

口あてはまらない

盤無回答

図8ど んな ことでも計画的に進め られる
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89.5%の 生徒が 「他人に迷惑 をかけてはいけない」(図9)、 あるいは、81.3%の 生徒

が 「校則 は守 るように してい る」(図10)と 回答 してお り、広い意味での規範意識はあると言 え

る。 しか し、40.4%の 生徒が 「遅刻 を してもかまわない」(図11)、 あるいは、71.8%

の生徒が 「ゴ ミのポイ捨てを したことがある」(図12)と 回答 している。

このことか ら、生徒 の多 くは、他人に迷惑をかけてはいけない と思 いなが らも、実際の行動 が

伴わなかった り、規範意識のずれ が生 じていると考え られる。

このため、学校生活や社会生活 上のルール を生徒一人一人が見つめ直す機会を意図的 に設定 し、

規範意識 を高めてい くための指導 ・援助 を行 う必要がある。

＼

図9他 人に迷惑 をかけてはいけない 図10校 則は守 るように してい る

ロあてはまる

0多 少あてIY#る

ロ余りあてはまらない

口 あてはまらない

図11遅 刻を して もかまわない

○$て はまる

馴 多少あてはまる

0余 りあてはまらない

図12ゴ ミのポイ捨てをしたことがある

90、8%の 生徒が 「何か人 の役に立っ ことが したい」(図13)と 回答 してお り、ば くぜ んと し

なが らも自分 自身 を何かに役立てたい と考 えていることが分か る。 しか し、 「自分の長所 をわか っ

てい る」(図14)よ り 「自分の短所 をわかっている」(図15)と 回答 した生徒の割合が上回 ってい

る。 また、82.3%の 生徒が 「自分の考えていることを相手 に誤解 され ることがある」(図16)

と回答 している。このことか ら、積極的に行動することをため らっている生徒がいると考え られる。

このため、指導者が生徒 を適切 に褒 め認 めることで、生徒一人一 人が 自分の長所 を含 めた 自己を

きちん と理解 し、 自分のよ さを引き出 し、伸 ば し、 自己の存在感 を実感 し、 自信がもてるよ うに指

導 ・援助を行 う必要がある。
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i

図13何 か人の役 に立つことをしたい一 一

図14自 分の長所をわかっている

ロあてはまる

ロ多少あてはまる

ロ余りあてはまらない

ロあては吉らない

璽無回答

あては富ら翻い

衆りあn舘 ら畿夢

5.ハ

#03

0戸

＼ ノ

多縁野 る

1日あて憾 る

0多 少あてはまる

ロ余りあて1ままらない

ロ あてはまらない

■無回管

余りあてはまらない

132腎

tあてISMる
多少あては霧る

454竃

唱Gあ てはまる

ロが　あてはまる

lli鮮判

図15自 分の短所を分か っている

it

図16自 分の考 えていることを

相手に誤解 されることがある

4r望 ま しい資質」をはぐくむための指導 ・援助の観点

アンケー ト調査 の結果 について考察 を行い、下記のA～Eの5点 の 「望 ましい資質」 をは ぐくむ

ための指導 ・援助の観点 を得た。

A社 会の一員 としての所属感や連帯感 をもたせ、よ りよい社会の形成者 となるための適切な

指導 ・援助を行 う必要がある。

ホームルーム活動、学校行事、生徒会活動を通 して、生徒一人一人に責任を果たす場 を提

供 し、集 団や社会の成員 として自覚ある行動がで きるように指導 ・援助を行う必要がある。

生徒一人一人に対 して、計画性 をもたせた自主的 ・自発的な行動を促 し、達成感や充実感

が得 られるよ うに指導 ・援助 を行 う必要がある。

学校生活や社会生活上のルール を生徒一人一人が見つめ直す機会 を意図的に設定し、規範

意識 を高めていくための指導 ・援助を行 う必要がある。

指導 者 が生徒を適切に褒め認めることで、生徒一人一人が 自分の長所を含めた自己をきち

んと理解 し、 自分のよさを引き出 し、伸ば し、自己の存在感 を実感 し、自信が もてるよ うに

指導 ・援助を行 う必要がある。
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皿 実践事例

事 例1ホ ー ムル ー ム活動

集団 や社会 の一 員 と しての 望ま しい資 質 をは ぐくむ 指導 の工 夫

～障害 者 福祉 作業 所で のボ ラ ンテ ィア活動 を通 して の取 り組み ～

1指 導のね らい

ボ ランテ ィア活 動 は、個 人の 自由意思 を基本 と し、自分 の技 能や 時 間帯 をす す んで提供 し、

他 人や社 会 に貢 献す る活 動 で あ る。 ボ ラ ンテ ィア 活動 を行 うに 当た っては、 他人 を思 いや る

心 、互 いを認 め合 い共 に生 きてい く態度 、 自他 の生命 や 人権 を尊 重す る精神 が必 要で あ る。

この よ うなボ ラ ンテ ィア活動 は 、生徒 が 自 らも社会 の一員 で あ るこ とを 自覚 し、互 いが 支

え合 う社 会 の仕組 み を実感 す る とい う点 にお いて重 要 な意 味 をもつ。 また他 の人 々や社会 の

た めに役立 つ体験 を通 して 、 自己実現 を 図 り、 自他 が共 に価 値 あ る大切 な存 在で あ るこ とを

実感 し、豊 かな心情 を培 うこ とがで きる活 動 で ある。

このた め、学校 教育 にお いて は、 ボ ランテ ィア活 動 をは じめ社 会貢 献や地 域活動 にかか わ

っ てい くた めに必 要な 知識や 技能 を育成 す る こ とが極 めて 大切 で ある。

本 事例 では、 ホー ムルー ム活 動 の 中で生徒 の 自主 的 ・実践 的活 動 と してボ ランテ ィア活 動

を行 い、集 団や社 会 の一員 と して 望 ま しい資質 の一 っ であ る社 会貢献 につ いて考 え るきっか

け とす ると ともに、他 人 を思 いや る心 、互 い を認 め合 い共 に生 きて い く態度 や 自他 の生命 や

人権 を尊重す る精神 を は ぐくむ こ とをね らい と した。

具体 的なね らい と して 下記 の4点 を設 定 し、 ボ ラ ンテ ィア活動 として障害 者福祉 作業 所 で

の作業 に参加 し、障 害 の ある人 と一緒 に作 業 に取 り組む と ともに交流 を行 っ た。

(1)

(2)

(3)

て4)

社会奉仕 の精 神 を養 い豊 かな心 をは ぐくむ。

社会 に役 立つ こ とに よ り自己 実現 を図 る。

働 くこ との大切 さを学 ぶ。

今後 の進 路決 定 の参 考 とす る。

2対 象 普通科 定時制課程 第3学 年9名

3取 り組 み

(1)取 り組 み の きっか け

す で にホ ー ムルー ムの 中の数 人 が、 自主 的 に老人 ホー ムや養 護 学校 の運 動会 な どの手

伝 い をす るボ ランテ ィア活動 を行 っ てい た。

そ こで 、指 導者 は 、多 くの生 徒 がボ ランテ ィア活動 な どの社 会 貢献 に興 味が あ る と考

え、 ホー ムル ー ムの時間 に ボ ランテ ィア活 動 にっ いて の話 し合 いを行 っ た。

そ の結果 、多 くの生徒 か らボ ランテ ィア活動 を体験 してみ たい とい う意見 が出 され た。

また 、生徒 か ら様 々な ボ ランテ ィア活 動 の候補 が挙 げ られ た。 これ らの候補 か ら、障害

者 福祉 作業所 でのボ ラ ンテ ィア体験 に 取 り組 む ことにな った。

一8一



(2)具 体 的 な取 り組 み

活動 の実 際 と結果

第1時 第2・3時 第4・5時

活 活 動 内容 の説 明、導入 社会貢献の種類 障 害 の あ る人 につ い て の 知 識

動 自分 に で き る ボ ラ ンテ ィ ア とそ の社会 的背景

内 活動 障害者福祉作業所について

容

ボ ラ ンテ ィア活 動 とは ど ん な社 会 貢 献 が あ る か を 障 害 の あ る人 の状 況 に つ い て

何 か を考 え る。 考 え る。 学 習 す る 。

奉仕性 社会福祉活動 障害の状態

生 無償性 環境保護 就労形態

徒 自主性 保全活動 福祉の実状 など

の 公共性 災害援助活動

活 先駆性 など 地 域 コ ミュ ニ テ ィ活 動 障害者福祉作業所について学

動 国際貢献 など 習 す る。

自分 が で き る ボ ラ ンテ ィ ア 歴史

活 動 を考 え 、提 示 され た 資 作業内容

料 を も とに発表 す る。 構成員 など

奉仕性 、無償性 を理 指導者から資料などを提 障害者福祉作業所の様子を

解 して い た。 示 して 考 え る きっ か け を も 撮 っ た ビデ オ を見 て か ら指 導

しか し、 自主 性 、 公 た せ た 。 者 か ら具体的 な説 明 を受 けた。

共性 、先駆 性 にお いて 老 人 ホ ー ム で の 手 伝 い や 、 生 徒 は ビデ オ の 内容 に つ い

結 は不 十分 で あ った ため 災害地の救援などが挙げら て 関 心 を 示 し、 特 に 障 害 の あ

指導者から資料などを れ た が 、 そ れ 以 外 は あ ま り る人の現状や作業内容にっい

提 示 して考 える きっか 思 い浮 か ばな か った。 て強 い 関心 を示 した。

け を も た せ た。 こ の こ と か ら、 様 々 な 社 また 、生 徒 は障害 のあ る人 の

果 会 貢 献 に つ い て の知 識 は少 働いている様子を見て参加 す

な い こ とが 分 か っ た 。 る気 持 ちを高めた。

次 に 、 実 際 に 自分 が で き しか し、生徒 は障 害の状 態 、

る ボ ラ ンテ ィ ア活 動 に っ い 就 労 形 態 、福 祉 の実 状 にっ い

て は 、 生 徒 か ら様 々 な 意 見 て の理 解 は 不 十 分 だ っ た。

醤 叢
印 丁量`

,;.
昭 誕雍 が 出 され た 。 指導者 は、事前指導を十分に

泰イ、:菱

翻 翻一墾灘
饗 譲 諫謹

麟灘i購

織
騨聡欝

,

懲 蘇 甕
・孫 欝 璽
仁蝕

職 製 蓼

今 後 は 、 出 され た ボ ラ ン

テ ィア 活 動 を 実際 に行 うた

め の 情 報 を 得 る手 段 に つ い

て 考 え る機 会 を つ く る必 要

が あ る。

行 っ た り、 資 料 を工 夫 した り

して 理 解 を促 し、 福 祉 に 関す

る知 識 を よ り深 めて 参 加 させ

る こ とが大切 で あ る。

爆壷鐸 鎌 顯盟一.■匪諮■
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活

動

内

容

生

徒

の

活

動

結

果

第6・7時

ボ ランテ ィア活動 の実 践

障 害者 福祉 作業所 に て

所長 か らの講話 を聞 く。

障害 の ある人 と一緒 に作 業 を行 う。

休 み 時間 に交 流を行 う。

終 わ りの会 で感想 を話す。

は じめに所 長 か ら、障 害 の ある人 の

現状}勤 務 条件 、福祉 の 実状 、作 業所

の沿革 な どの説明 を聞い た。 現場 の 具

体 的な話 を聞 き、生徒 は 事前 学 習の時

よ りも熱 心 に耳 を傾 けた。

次 に、障 害 のあ る人 と一緒 に作業 に

入 った。 作 業 内容 は、箱 折 り、 ダイ レ

ク トメー ル 封入 、宛名 シール 貼 りであ

った。 障害 の ある人 とペ ア にな って作

業 を進 めた。

最初 は とま どいが感 じ られ た が、 時

間が経 つ につれ 、上 手 に コ ミニ ュケー

シ ョンを取 り、仲 良 く作 業 に取 り組 ん

で いた。4時 間 に も及 ぶ 長 時間 の作 業

に もか かわ らず熱 心 に取 り組 ん だ。

また、休 憩 時間 に も生徒 は障 害 のあ

る人 と雑談 した り、写真 を撮 った り し

て 交流 を深 めた。

終 わ りの 会 で、生徒 は作業 所 の人 の

前 で感 想 を話 した。 「仕 事 に対 して の

態 度 がま じめ で、学 ぶべ き ものが あっ

た 」 「初 め て なの で 、 とて も いい 経 験

に な った 」 「また機 会 が あれ ばや りた

い」 「この経 験 を 自分 の人 生 に役 立 て

た い」 「この よ うな よい 出会 い を増や

して い きたい 」な どの言 葉 が生徒 か ら

で た。

第8時

反省会

作業や 交 流 の ビデ オを 見て、感想 を話 す。

ア ンケー ト、作 文 を書 く.

事 後 ア ンケ ー トで、生 徒 は作 業所 の人 を 「心

の 温か い 人」 な どと書 き、障害 の あ る人 に対

して理解 が深 ま った。

また 、 「い ろ い ろな 人 が この よ うな ボ ラン

テ ィア 活 動 をや っ てみ た らいい 」 「障 害 の あ

る人 が もっ と伸 び伸 びで きる社会づ く りが必

要 だ」 な ど と書 い てい る ことか らは、社 会奉

仕 の気 持 ちが 高 まった。

「お 金 を も ら うのは 大変 だ と思 った 」 と書

いて い る こ とか らは、働 くこ との 大変 さや 大

切 さを感 じられ た。

今 後や っ てみ た いボ ラ ンテ ィア活 動 につ い

ては 、障 害 の あ る人 との交 流以外 に、老 人 介

護 、保 育 関係 な どのが書 かれ てい た。 これ ら

の こ とか ら、生 徒 はボ ラ ンテ ィア活動 に興 味

・関 心 を示 した と言 え る。今 後 も この よ うな

活 動 を意 図的 に設 定 して い く必 要が あ る。
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4考 察

今 回 の実 践 を通 して次 の こ とが分 か った。

「何 か人 に役 立 つ こ とを した い」 とい うア ンケー トの問 いに 対 して 、多 くの生徒 が 「した

い」と答 えて い る とい うこ とは、ボ ラ ンテ ィア活動 に興 味 ・関心 が ある こ とを示 唆 して い る。

また 、 ボ ラ ンテ ィア活動 へ の参 加 の呼 びか けに対 して、積 極 的な 生徒 が多 か った。

これ らの こ とか ら、 多 くの生 徒 が 「社 会 と積 極 的 にか かわ りた い」、あ るい は 「困 っ た人

を助 けた い」 と思 っ てい る と言 え る。 しか し、 自分 か らそ の機 会 を見つ け、や って み よ うと

す る実行 力 が伴 ってい ない現 状 があ る。

また 、 ボ ラ ンテ ィア活動 の経 験が 少 ない とい う要因 は、 ど こで どんなボ ラ ンテ ィア活 動 を

した らよいか とい う情報 や知識 が少 ない とい うこ とが考 え られ る。

これ らの こ とか ら、学校 にお い てホ ー ムル ー ム活動 な どを通 して 、ボ ランテ ィア活 動 を体

験 す る機 会 を設 け るこ とは非 常 に大切 で あ る。

本 事例 で は、 実際 のボ ラ ンテ ィア活 動ま で に7時 間の事 前学 習 を実施 した。 ビデ オ を見せ

るな ど工夫 を したが 、事 前学習 で 多 くの生徒 に細 か い ところま で理解 を促 す ことが難 しか っ

た。 ボ ランテ ィア活 動 につい て指導 者 の知識 を高 め る とともに 、第一線 で活動 してい る方 々

か ら話 を聞 く こ とな ど、様 々な事 前 学習 の方 法 を考 え る必要 が あ る。

定時 制課 程 で は、 生徒 が昼 間 に仕 事 を してお り、夜 間 にボ ランテ ィア活 動 がで き る場 所 を

捜す こ とが難 しい。 このた め、実施 日の 日程調整 に苦 労 した。 定時制 課程 で ボ ランテ ィア活

動 を実施す る場 合 には、 日程 や 時間 の設 定 につい ては特 に配 慮す る必 要 が あ る。

ボ ラ ンテ ィア活 動 当 日、 生徒 は熱 心 に取 り組 み 、 帰 りに は 「とて も よか っ た」、 「作 業所

の人 た ちは とて もよい人 だ」 との声が 聞 かれ た。 また 「来 年 もや りたい」 とい う声 が 聞かれ

た。 ボ ラ ンテ ィア活 動 の体 験 を通 して 、 他 人 の

役 に立 っ こ とで 達成 感 や 充 実感 が得 られ た と と

もに、 自分 の存 在 を認 識 し直 す き っか け とな っ

た。

今 後 は、一 つ の ホー ムル ー ム だ けで ボ ラ ンテ

ィア活 動 を行 うの で は な く、 学校 全 体 と して取

り組 む こ とに よ り、多 くの 生徒 が参加 で き る体

制 を 作 っ て い く必 要 が あ る。 方 法 と して は学 校

行 事 や 生 徒 会活 動 の 中で の 取 り組 み が 考 え られ

る。

ま た、 地 域 の福 祉 施 設 や ボ ラ ンテ ィア 団体 と

の 連 絡 を密 に と り、 生 徒 の希 望 に あっ た活 動 が

設 定で きる よ う準備 しズ お くこ とが重 要 であ る。
!

今 回 は 、 この よ うな活 動 を通 して 、奉 仕 の 心
lI

や 他 人 を思 いや る心な どの豊 か な心 をは ぐくみ、
　 ノ

社 会 の一 員 と して の 望 ま しい資 質 を育 成 す る こ

とが こ とが で きた。

障害者福祉作業所でのボランティア活動について
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事例2ホ ー ムルーム 活動

集 団や社 会 の一 員 と して の望 ま しい資質 をは ぐくむ指導 の工 夫

～相互 評 価 を取 り入れ た文 化祭 の取 り組み ～

1ね らい

文 化祭 の取 り組 み は、一 人 一人 の生 徒の 多様 な能 力 ・適 性 、興 味 ・関心 な どが 生か され る

活 動で ホー ムルー ム全 体 に貢 献 で き、 その 中で豊 か な人 間性 や社会 性 をは ぐくむ こ とがで き

る活 動 である。本事 例 で は、文 化祭 の指 導 目標 と して次 の3点 を設定 し、 実践 を行 った。

(1)文 化祭 に取 り組 む 中で 、生徒 同士 の共通理 解 を深 め、 参加 意識 を高 め るこ とで、連 帯

感 や達成 感 、また 責任感 をは ぐくむ こ と

(2)生 徒 自身 が創 意 工夫 を し、 自 ら進 ん で計 画的 に活 動 を行 うよ うにす る こ と

(3)他 者 を認 め、 自己理解 を深 め、 自信 を もて る よ うにす る こと

そ の上 で、ア ンケー ト調 査 よ り考察 した 「望 ま しい資質 」 をは ぐ くむた めの指 導 ・援 助 の

観 点(7頁 参照)の うち、下記 のB・C・Eに 視 点 を当て た実 践 を行 っ た。

「望ま しい資質」をはぐくむための指導 ・援助の観点 指導のねらい 指導の工夫
B ホー ムルーム活動、学校行事、生徒会活動を通 して、 集団の一員 として責 一人一 人 の興 味 ・関

生徒一人一人に責任を果たす場を提供 し、集団や社会 任を果たす場を提供す 心に基づいた細かな役
の成員として自覚ある行動ができるように指導 ・援助 る 。 割分担
を行 う必要がある.

C 生 徒 一人一人に対 して、計画性 を もたせ た 自主的 ・ 自主的 ・自発的な行 準備計画の立案(「 取
自発的な行動を促 し、達成感や充実感が得 られ るよう 動 を促 し、達成感や充 り組 み の しお り」 と相
に指導 ・援助を行 う必要がある. 実感をもたせ る。 互評価)

E 指導者が生徒を適切に褒め認めることで、生徒一人 長所 を含 めた自己理 反省会の実施
一人が自分の長所を含めた自己をきちん と理解 し、自 解 と自己の存在を実感 (他者及び自己評価)
分のよさを引き出し、伸ば し、自己の存在感を実感 し、 し、 自信 を もたせ る。
自信がもてるように指導 ・援助 を行 う必要がある.

2対 象 普通科 全日制課程 第2学 年39名

3取 り組み

生徒 は、文化祭 の企 画 と して ホー ムルー ム を4っ の班 に分 け、各班 がそれ ぞれ20分 程 度

の出 し物 をす るバ ラエテ ィー シ ョー に決 定 した。 各 班 の出 し物 の決 定 まではス ムー ズに進 行

した。 しか し、各班 の具 体的 な 出 し物 の話 し合 い にな る と 「どの よ うな内容 に してい くか」

で行 き詰 ま り、夏休み 中 は作業 が全 くはか どらな い状 況 にな った。

そ こで、文化 祭委 員 は 「よ りよい文 化祭 を作 り上 げて い くには どの よ うにすれ ば よい か」、

ま た、 「ホー ムル ー ム全員 の 生徒 がや る気 を もっ て 自主的 ・自発 的 に行動 す るには ど うす れ

ば よい か」 につ い て話 し合 った。

そ の結果 、 生徒一 人一 人 の役割 分 担 が明確 にな って い ない ことや企 画 の到達 点 が各 自異 な

る こ とな どが原 因 と して挙 げ られ た。 そ こで 、文化 祭委 員 は 、 これ らの原 因 を解決 す るた め

に 「取 り組 み の しお り」 を作 成 し、そ の中 に相 互評 価表 を盛 り込む こ とに した。 こ の相 互評

価 に よって 、生徒一 人一 人 が文 化祭 当 日まで の過 程の 中 で、反 省す る点や よか った点 に気 付

け るよ うに工夫 した。
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《活動の実際》
日 程 ホー ムルームの活動 文化祭委員の活動 指導者の指導 ・援助
6/19

LHR

・文 化祭にっいて ・今年度の文化祭についての説 明 をす る。

・放課後、ホームルーム企画 を決 めるために、
ア ンケー トの実施 を提案 し、作成す る。

・文化祭委員の説明を受けて、本校
の文化祭について、文化祭の取 り

組み方などについて説明を付け加
えた。
・ホームルームの目標を掲げること

の必要性を説明した。
6/20

放 課 後

・アンケー ト実施 ・ア ンケー トを基に 、ホームルー ム目標 とス
ロー ガン案 、さ らに、いくつかのホー ムル
ーム企画案 を決 める

。

・で きる限 り、全 員が役割 を もち、

取 り組 めるよ うな企画 を推 した。

6/26

LHR

・ホ ー ムル ー ム 目標

スmガ ン決定
・ホー ムル ー ム企 画

決定

・議事進行 ・重い雰囲気にな らぬよ う配 慮 した。

夏休み前 ・文化祭準備 の取 り

組み計画

・期末考査終了までに、準備のために決めな
ければならないことなど話 し合った。
・各班が出し物案や夏休みの準備計画などを

作成できる用紙を作り、文化祭に向けて意
欲的に取 り組んだ。

・自分た ちで進 めて いけ る よ うに、

指 導 ・援助 しなが ら、文 化祭委 員

のや り方 を見守る ように した。

夏休み中 ・ほ とん どの 班が集

ま らず 、計 画通 り

に進 まなかった。

・部活などで集まらず、準備 も全く進んでい
なかったので、みんなのやる気をどうすれ
ば引き出せるのか話し合った。
・各班の出し物や準備計画などをホームルー

ム全員が把握することが大切であると気が

付き、「取 り組みのしおり」の作成 を決め
た.

・みんなが意欲的に取 り組めない理

由を文化祭委員 自身に考えさせ、
解決法も自分たちで気付 くまで根
気よく話を聞いた。
・計画表だけではなく、到達点が統
一できるよ う、相互評価表も盛 り
込む}と を提案 した.

8/30 ・文化祭委員は、班長と副班長に文化祭の企
画を成功させたいとい う思いを伝え、話 し
合いを行い、進行状況や役割分担の確認、
今後の準備計画や相互評価表の項 目などを
決めた。

・生徒一 人一人が 自主的 ・自発的 な

行 動が でき るよ うに指導 ・助言 し

た。
・相互評価 項 目につ い ては、各 班で

自由に考 えさせ るよ うに した、

9/1^-11 ・「取 り組み の しお

り」 に従って準備

・教室に、各班の進行状況が分かるようにし
たいと考え、準備計画書を掲示 した。

・4班 の準 備計画 表を拡 大 し、掲示

す るこ とを指導 ・援助 した。

9/12 ・リハ ーサル①

・反省会

・発表班の相互評価表を班員以外が付けるよ

うに指示した。
・相互評価表を基に良いところはさらに伸ば

し、悪いところは反省 し、改善してもらう
よう指示した。

・発表班が自分たちの仕上が り状況

を確認できるように ビデオ録画を
行った。

9/13 ・リハー サル②

・反省会

9/14・15 ・文化祭 当 日 ・準備 ・後片付けな ど全て指 示を出 し、 自分

たちで行った。

・当 日文化祭委員 だ けでホー ムルー

ム全 体を指揮で きるよ うに、指導
・援助 した。

9/27 ・文化祭ビデオ鑑賞 ・各班の班長とよい点や悪い点など話 し合っ

た。

・特別教室で行 うことや、座席の配
置を工夫するなど、楽しい雰囲気
作りができるように助言 した.

1013 ・文 化祭 の 反省(全

体 ・自己評価)

・司会進行
・文化祭委員として全体のまとめを述べた。
・評価できる友達についてお互いに発表 し

た.

・評価できる友達 については、後 日
全員のものを学年通信に印刷 して、
配布した。

(1)取 り組 み の経過

生徒 は、 相互評 価 表 の項 目を 自由 に作 ったが 、は じめ は項 目数 も少 な くば くぜ ん と し

た もの で あった。 しか し、指 導者 は無理 に評 価項 目を増や す こ とは しない で、 二度 に わ

た る リハ ーサ ル で他 の班員 に付 けて も らった相互 評価 表 を基 に 、各班 で項 目数 を増 や し

て い った。

各班 とも、相互評 価 表 の結果 を見な が ら、 出 し物 の改 善 を行 ったaさ らに、文 化祭 委

員や 班長 た ちは リハー サル の状 況 を録画 した ビデ オ を見 て、 自分 た ちの 班 の課 題 を見 つ

け、改 善策 を具体 的 に練 って い った。4班 ともに、一 度 目の評 価 よ りも二度 目の評価 の

方 が明 らか に改善 され た様 子 が見受 け られ た。 そ の ことに よ り、生徒 一 人一 人 に よ り質

の 高い もの に しよ うとす る意欲 が湧 い てきて 、 自発的 に創 意 工夫 を凝 ら して い く よ うに

な った。
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(2)取 り組 み後

文化 祭後 、 当 日の様 子 を録画 した ビデオ を鑑 賞 し、各 班 に別 れ て反省 会 を行 った。

その後 、 ホー ムルー ム と して の文化 祭 の 自己評 価 表 を全 体で 話 し合 って作成 した。

この 自己評価 表 を基 に、以 下 の4点 をね らい と して反省 会 を行 った。

①

②

③

④

今 ま での取 り組み を振 り返 り、取 り組み の成果 を認 め励 ま し合 う。

ホー ムルー ム の一 員 と して話 し合 い に参加 し、意 見 をもつ。

友 人 の よい ところ を見つ け、ともに励 ま し合 う。

今 まで の 自分 自身 の取 り組 み を客観 的 に、 的確 に評 価す る。

表 自己評 価表 例

ooo高 校
Z年5組

文化祭 自

きわみ

テーマ 「極 」

聡

撚(
団体の主義 ・主張)

己 評 価 表

(妥協せずとことん楽 しみ抜こう!)
素を出tう!!

(そこまで行き着こ うと設 けためあて)

みんなで協力できた。

気を抜かずにできた。

計画通 りに進 め られた。

当 日、段取 りよくできた。

観客を盛 り上げ られた。

舞台装置作成 をしっか りできた。

一人一人が楽しもう"

明るく、楽しく、元気"
恋をしようよ'

5(良 い》3

明るく、楽 しく、元気 に文化祭 に参加 した。

文化祭 を楽 しむ ことができた。

素を出 した。

Ql
Q205組 で評価できる人は誰ですか?

0
～ ム の'《 の ゆ ～

i一
　三
]　三
]今回の文化祭を通 して、自分を高く評価できるところはどんなところですか?

自分のどんなところがよかったですか?

4結 果 と考 察

(1)一 人 一人 の興 味 ・関心 に基づ い た細 かな役 割分 担(指 導 ・援助 の観 点B)

文化 祭 の取 り組 み の過 程 の中 で、生 徒

は 自分 が 何 をす れ よい のか が分 か らな く

なった。(図1参 照)

そ こで、文 化祭委 員 が 中心 とな って 、

生 徒一 人一人 に細 かい役 割 分担 を決 め さ

せ た こ とで、 自分が何 をす れ ば よいの か

が明確 とな り、活動意 欲 が増す ことにつ

な がった。

『文 化祭 の 取 り組 み をス ムー ズ にす る に は?』

・しっか りした計画、予定表などを作る。(多 数)

・チームワークと一人一人の自己責任と積極性が大切です。

・みんなが責任をもって行動する。

・やるべきことを出 して、順番ごとに振り分けて作業をする。

図1文 化祭ア ンケー トでの生徒の意見
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ま た 、各班 で 「取 り組 み の しお り」 を作成 して活 動す る と ともに、各 班 の班長 力§準備

の進 行状 況 な どを教室 に掲 示 した ことで、生徒 に責任 を果 た さなけれ ばな らな い とい う

自覚 を もたせ る ことが で きた。

(2)準 備 計画 の立案(「 取 り組 み の しお り」 と相互 評価)(指 導 ・援 助 の観 点C)

生 徒 は 、 細 か な 準 備 計 画 を立 て る こ と

や 相 互 評 価 表 を 作 る こ と の 難 し さ を 感 じr相 互評 価表があって よか った点は何ですか?』

な が ら も 、 これ ら を 作 る こ との 必 要 性 と ・直接言いづらいことも言えたのでょヵ・った。

効 果 を 十 分 に 実感 した 。 一 度 目 の反 省 会 ・改めて反省する点、良かった点に気付くことができた。

よ りも 、 二 度 目の 反 省 会 の 評 価 の 方 が 明 ・評価が点数として出るので、実感できるのでょかった。

らか に 高 く な って い た こ とで 、 努 力 の 成 ・足りないところが評価として目で見ることができた。

果 を は っ き り と 実感 す る こ とが で き た 。 ・次にどんな風にしたらよいかがすぐ分かった。

ま た 、 生 徒 の 相 互 評 価 表 に つ い て の 感

想(図2参 照)か ら も、 相 互 評 価 表 が 、 図2相 互評価表への生徒の感想

生 徒 一 人 一 人 に 達 成 感 や 充 実 感 を 生 み 、 次 の 取 り組 み へ の 意 欲 に もっ な が る も の とな っ

た 。 こ の こ とか ら、 生 徒 一 人 一 人 に 対 して 計 画 性 を も た せ た 自主 的 ・自 発 的 な 行 動 を 促

し、 達 成 感 や 充 実 感 が 得 られ る よ うに 指 導 ・援 助 を 行 う こ とが 大 切 で あ る。

(3)反 省 会 の 実 施(他 者 及 び 自 己評 価)(指 導 ・援 助 の観 点E)

生 徒 は 自分 自身 の 自 己 評 価 を行 うの が

難 しい と感 じて い た が 、 各 班 で 相 互 評 価 『5組 で評価で きる人は誰ですか?』

項 目を 立 て る こ とで 、 自分 自身 を評 価 の 倭 員としてしっかりホームルームをまとめてくれた。

対 象 と して 客 観 的 に と ら え る こ とが で き ・買出しなど嫌がらず、積極的に取り組んでれた。

る よ うに な っ た 。 ま た 、 自 己評 価 と他 者 ・他の班のことも進んで協力してくれた。

か らの 評 価 と の 比 較 に よ り、 的 確 な 自 己 『自分の どんな ところが よか ったですか?』

評 価 を 行 お うとす る 姿 勢 が 感 じ られ た 。 ・出し物が盛り上がらなかった時、恥を忘れ、みんなで盛り

(図3参 照)上 げ役をしたところ。

さ ら に 、 反 省 会 に お い て 、 生 徒 が 互 い ・司会をするために、班員と細かい所の打ち合わせを何度も

に 評 価 し合 っ た こ とで 、 ホ ー ム ル ー ム の したところ。

一 員 と して の つ な が りが 強 ま る と同 時 に ・ダンスを自分たちで考えたところ。

生 徒 一 人 一 人 の 自信 に つ な が っ た。

こ の反 省 会 後 、 授 業 で の 質 問 な ど も含 図3自 己評価表への生徒の感想

めホー ムル ー ム内 で活発 に発 言 で きる生徒 が増 え、ホー ムル ー ムの雰 囲気 が よ くな った。

今 回 の実践 か ら、文化 祭 の取 り組 み は、集 団や 社会 の一 員 と して望 ま しい資 質 を は ぐ

くむ 上 で有効 で ある。 そ の効果 を最 大 限に活 用す るた め には、細 か い指導 計画 や 生徒 が

楽 しん で取 り組 める よ うな工夫 を凝 らす 必要 が あ る。 特 に、取 り組み 過程 そ の もの に関

心 を もたせ る こ とで 、集 団 や社 会 の一員 として望 ま しい 資 質 をは ぐくん でい け る とい え

る。
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事 例3ホ ー ム ルーム 活動

集 団や社会 の一 員 と しての望 ま しい資 質 をは ぐくむ 指導 の工 夫

～構成 的 グルー プエ ンカウ ンター を取 り入れ た 自己理 解 を深め る取 り組み ～

1指 導のね らい

新学 習指 導要 領 で は、 ホー ムル ー ム活 動 の(2)に 、 「自己及 び他 者 の個 性 の理解 と尊重 」

が挙 げ られて い る。 この こ とは、社会 の変化 が激 しい現 代 にお いて 、人 間 関係 の希薄 化 、社

会 体験 な どの 直接 体験 の不 足か ら、高校 生 に とって 自分の存 在 に価 値 を見 出 し、 目標 を もっ

て主体的 に生 き てい くことが難 しくな って きて い るた めであ る と考 え られ る。

本 研 究 のア ンケー ト調 査 で も、生 徒 の 多 くは 「自分 の長 所 よ り短所 を 自覚 してい る」、 ま

た、 「自分 の考 えて い る こ とを相 手 に誤 解 され る こ とが あ る」 と回答 して い る。集 団 や社 会

の一員 と して 望 ま しい資質 をは ぐ くみ 、 目標 をもっ て生 きて い くため には 、生徒一 人一 人 が

自分 の長 所 を含 めた 自己を きちん と理 解 し、他 者 とのかか わ りの 中で 自己の存在感 を実感 す

る こ とが大切 で あ る。

そ こで、本 事例 は、卒業 を翌 年 に控 えた3年 生 に対 し、 自主的 ・自発 的 に 自 らの進路 につ

いて考 え られ るよ う、以 下の3点 をね らい とす る一連 の 自己理 解 プ ロ グラム を実践 した。

① 自己理 解 ワー クシー トな どを活用 し、 自己理解 を深 め る。

② 構成 的 グルー プエ ンカ ウン ター を利 用 す るこ とで、 自己理解 を深 め るだ けで な く、他 者

との 関係 で 自分 の存在 感 を実感 し、 自 らの進 路や将 来 にっ いて 、 よ り深 く考 え させ る。

③ ①,② か ら、集 団や社 会 の一員 で あ る とい う自覚 を深 め 、望 ま しい資 質の育成 を図 る。

2対 象 普通科 全 日制課程 第3学 年30名

3取 り組 み

(1)取 り組 み の きっか け

例年3年 生 の多 くは、自らの進 路や 将来 に不安 を抱 き、「自分 は何 を した いの か」、「何

に向い てい る のか」 を分か らない でい る。 この よ うな状況 か ら、 生徒 一人一 人 が 自己理

解 を深 め、 豊か な人 間関係 を築 きなが ら、 自己実現 を図 っ てい くこ とが必要 で ある と考

えた。

(2)具 体的 な取 り組 み

1学 期 末 、指導 者 は、生 徒 に 自己 を よ り深 く理 解 す る こ とを 目的 と したホー ムル ー ム

活動 を行 うことを伝 え、表1の よ うな活動計 画 を も とに、 自己理 解 を図 るた めの一連 の

実 践 を開始 した。 まず 「自己理解 シー ト」や 「自己推 薦 文」 に よ り、生徒 自 ら自分 を分

析 し、表 現 す る練 習 を した。 しか し、 自己の個性 や 適性 、長 所 と短所 、 興味 ・関心 な ど

につ いて、 自分 だ けで把握 す る こ とは難 しい。 このた め、構 成 的 グル ー プエ ンカ ウンタ

ー の手法 を導 入 し、他者 との話 し合 い の中か ら 自己理解 が図れ るよ うに した。

繕
成 的グル ー プエ ン カ ウン ター

的グルー プエンカウンター とは、① リー ダー によるインストラクション ② 参加 者 の思 考 ・感 情 ・行 動 に揺 さぶりをか けるための演 習であるエクサ

③ 参加 者 の思考 ・感 情 ・行 動を修 正 ・拡 大するためのふ りかえりであるシェアリング、の3部 か らなるグルー プの教 育 力を利用 した体験 学習
コエ デュ ーション し は 一 の 能'`的 カ ンセ1ン グであア
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表1活 動 計画

時 日時 ね らい 活動内容

1 7/17LHR, 自分をどれだ け理解 してい るの かを自覚す る 「自己理 解シー ト1の 作成

2 9/2LHR 長所 と短所 を挙げ、 自己PRを 文章で書 く 「自己推 薦文 を書いてみよ う!」 の 作成

3 10/2LHR 後述 構 成的 グルー プエ ンカ ウンター の手法 を利

用 した 「自己PRさ が し聰〕 の実践

4 10/9LHR 長 所 と短所 を挙げ、 自己PRを 文章で書 く 「またま た、 自己推 薦文 にチャ レンジ!」

の作成

5 10月 下 旬 自己PRを 口頭で相手 に伝 える 面接指 導 を通 した 自己PRの 直接指導

6 11/13LHR 進 路選択 に伴 う迷 いや 不安 、 あい まい さを自分 の

中で整理す る

構成的 グル ーブ エン カウン ターの 手法 を利

用 した 「迷 える子 羊の宝探 し_,」の実践

7 11/20LHR た っ た一 つの行為 が どれ だけの 人を巻 き込 み、 ど

れ だけ人生 に影響 を与えるかを多面的に理解す る

構成 的 グループ エ ンカウン ターの 手法 を利

用 した 「一つ の事 件から門 の実践

8 自分の将来 につ いて見通 しをたて、計画性 をもつ 作文 「10年 後の私1

1)國 分 康孝 監 修 「エ ン カ ウン ター で 学 綴 が 変 わ る 一 高 等 学 校 編 一 」図 書 文 化社(1999)『 自己PRの 情 報集 め』(坪 内 俊 輔)を 改 変 作 成

2)片 野 智 治 縞 著 「エ ン カ ウン ター で進 路 指 導 が 変 わ る」 図 書 文 化 社(zoos)『 迷 え る子 羊 の 宝探 し』(橋 本 登)を 改 変 作成

3)押 切 久 遠 著 「非 行 予 防 エ クササイズ 」図 書 文 化 社(200D『 一 っ の事 件 か ら』 を改 変 作 成

(3)本 時 の 活 動 ～ 構 成 的 グル ー プ エ ン カ ウ ン タ ー の 実 施 「自 己PRさ が し」 ～

ね らい

時間

10分

導 入

30分

展 開

① 客観 的 な 自己理解 を図 るた めに、相手 か ら見た 自分 の姿 に関す る情報 を集 め る。

② 自己 の よ さを発 見 し自己肯定 意識 を高 め る とともに 、 自己PRを 容易 にす る。

生徒の活動

ワー クシ ー ト(図1)を 一 人2枚 受 け取 る。

本 時 の ね らい を 黙 読 す る。

3人 グル ー プ を作 る。

二 人 の 相 手 に っ い て 、ワ ー クシ ー トに 記 入

す る。(個 人 作 業)(15分)

ワー クシ ー トを 二 人 の 相 手 か ら受 け 取 り、気

付 い た 点 や 感 じた 点 を話 し合 う。(10分)

受 け 取 っ た ワー クシ ー トを 読 み 、自 己PRを

箇 条 書 きに して み る。(5分)

10分

ま とめ

グル ー プで 自己PRを 発 表 し合 う。

終 了 後 、感 じたことや 考 えたことを話 し合 う。

教師の活動及び指導・援助の留意点

進 路 実 現 の た め に 、自 己 をPRす る

能 力 が 求 め られ ていることを伝 える。

ワー クシ ー トを一 人2枚 配 布 し、ね

らいを黙 読 させ る。

本 時 のね らい は 、相 手 か らの評 価

を参 考 に 、 自己PRの た め の 情 報 を

収 集 す る こ とで あ る と説 明 す る。

人 物 評 価 の伝 え方 をデ モ ンストレー

ション して み せ る。生 徒 の よい 面 を 語

り、相 互 の 関 係 を和 や か にす る。3人

グル ー プ を作 らせ る。

ワー ク シ ー ト記 入 時 に お け る相 手

に つ い て の評 価 や 話 し合 い の 中 で 、

相 手 の 人 格 を 傷 付 け る こ との な い よ

う、 人権 上 の配 慮 を十 分 に行 う。

人 は 他 人 と関 わ りな が ら生 き て き

て い る こ と、 そ して 、 今 日感 じた 自

分 の肯 定 的 な 面 を伸 ば す よ う努 力 す

る こ とが 大 事 で あ る と補 足す る。
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自 己PRさ が し一 自 己 理 解 の た め に 一

◇ ねらい

企業では、新入社員を採用する際、自己PRを させることが多くなりました。私も教員採用試験の際、自己PRを した記憶があります。背景に

は、学齢よりも、その人自身は何ができるかを衷現させて、変化に対応できるような人材を確保したいという思惑があるようです。大学入試も

多様化し、生徒を多角的に判断し入学者を決めるAO入 試がさかんになってきています0

高校生の進路決定に求められているのは、あなた自身が、高$'x3年間でどのような成長を遂げたのかを客観的に知っていること、そしてそ

れを表現できることといえます0

そこで今日は、あなたの身近にいる友人からあなたを人物評価してもらうことで、あなたが自己PRを するための情報を集める時間を取りま

す。自己PRの ためには自己理解が欠かせないと思うからです。

さあ!自 分さがしの旅に出かけよう。

To( )、わたしについて記入をお願いします。

From )

◆ エクササイズ1

①3人 グループをつくります。

② 自分以外の二人のワークシートを完成させます。

③ 時間は15分 です。

1.私 とはじめて会ったときの第一印象について聞かせてください。

a.それは、いつごろですか。

b.どう思いましたか。

c.それはなぜですか。

d.私の印象は、その後どのように変化し、現在に至っていますか。

2.私 の性格について、自由に述べてください。

3.私 の長所と、その理由、エピソードなどを聞かせてください。

4.以 下 の10項 目 に つ い て 、あ な た の 思 うとお りに評 価 してくだ さい 。

0 私 の行動 力は か な りあ る
噛

ふ つ つ 努 力が 必要 だ

② 私 の忍耐 力は か な りあ る
、 幅

心・つ つ 努力が 必要 だ

0 私 の 自己主張能 力は か な りあ る ふ つ う 努 力が 必要 だ

④ 私の反省 するカ は か な りあ る ふ つ う 努 力が必 要だ

0 私の持続 力は か な りあ る
、 舳

心、つ つ 努 力が 必要だ

⑥ 私 の責任 感は か な りあ る ふ つ う 努 力が必 要だ

0 私 の発想 力は か な りあ る ふ つ う 努 力が 必要だ
rJ 私 の計画 力は か な りあ る

、 噛

心・つ つ 努 力が必 要だ

0 私 の リー ダ ー シップ カ は か な りあ る ふ つ う 努 力が必要 だ

⑩ プ レッシ ャー に は つ よい ほ うだ よわ い ほ うだ

5.ず ばり一言で言うと、私のアピールポイントは何ですか。

◆ エクササイズ2

① 記入された用紙を受け取ります。

② 読んで、感じたことや気付いたことを3人 で話し合いましょう。

③ 時間は10分 です。

◆ エクサ サ イズ3

自己PRを 箇 条 害 きで3つ 書 き出 して みよう。

(國分康孝監修 「エンカ ウン ターで学級が変わ る一高等学校編 一」図書 文化社(1999)『 自己PRの 情報簗め』(坪内俊輔)を 参考に作成)

図1「 自 己PRさ が し」 ワー ク シ ー トの 内 容

4結 果 と考 察

は じめ に行 っ た 「自己理 解 シー ト」 の結 果 を 見 る と、 多 くの 生徒 が 自分 の存 在 を 「特

に な い 」 「ま じめ 」 「静 か 」 な どの 一 つ の 単 語 で 表 して お り、 自分 に対 す る表 現 力 が 乏

しい こ とが分 か った 。

次 に 「自己理 解 シー ト」 を踏 ま え 、 「自己 推 薦 文 を書 い て み よ う1」 に 取 り組 ん だ 。

そ の 際 、 自分 の 長所 及 び 短 所 を3つ ず つ 考 え 、 そ れ に基 づ き、 文 章 にま とめ て 書 く よ う
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努 力 させ た。 しか し、 多 くが 自分 の短 所 を 中心 と した 推 薦 文 に な っ て しま い 、 自 己肯 定

感 を高 め る こ とが 必 要 で あ る こ とが 分 か った 。

そ こ で 、構 成 的 グル ー プ エ ン カ ウ ン ター 「自 己PRさ が し」 の 実 践 を行 っ た。

表2「 自己PRさ が し」前後における生徒の変化

生徒 「自己推薦文を書いてみよう」9/2L.HR 「自己PRさ が し」10〆2LHR 生徒の変化

(短所) 他者からの指摘により、自分の短所 を

n

趨 重齢,考瓶 瞬 黙 泉と隷 激空
長所 としてとらえられるようにな り、

自信につながった.

・一 つ の こ とに 夢 中 に な りす ぎ る。

・一マイナス部分ばか り思いついてし
A・ 好 き な こ とに熱 中 、集 中 で き る。 自分では気付かなかった自分の長所を

B まうんですが… 騨
・根 気 よ く続 け る こ とが で き る。

・自 己 の 主 張 が は っ き りで き る。

いくつも発見した。

(長所) 自分が努力 している点や長所 としてと

C

:鰹 欝 でやり鵬 鴎:欝 乱謙
らえている点が、相手からも認め られ

ていることを自覚し、さらなる自信に

つ な が った 。

*「 自己PRさ が し」を実施した際の生徒の感想

普段付き合っている友人から率直な意見を闘け、自分が人からどう思われているかよく分かった。

意外と自分をよく見てくれていてうれ しかった。

自分では人付き合いが悪そうだと思っていたが、人から見るとそうでもないことに気付いた。

やはり自分はまじめに見えるのだなと思った。忍耐はあると思われている。責任感がある。積極性を養 うべきと思った。

責任感があると思われているらしい。積極性や 自己主張ができるようになれればよいみたいです。

そ の結 果 、 上 記 の よ うな感 想 が あ り、 多 くの生 徒 が今 ま で と違 っ た 自分 を発 見 した。

「自己PRさ が し」 前 後 に お け る生 徒 の 変 化 を表2に 示 す 。

「自己PRさ が し」 で は 、 生 徒 は他 者 と の関係 で 自己 の 存 在 感 を実感 す る と と も に 、

肯 定的 に 自分 を と らえ られ る よ うに な っ た とい え る。

ま た 、 そ の 後 の 活動 に よ って 、 進 路選 択 に 伴 う迷 い や 不 安 、 あ い まい さを 自分 の 中 で

整 理 す る こ とが で き た。

これ らの 実 践 後 、 生徒 は 、 的 確 な 自己 分 析 と他 者 か らの分 析 を も とに 、 入試 の 自 己P

R文 や 志 望理 由 書 を書 け る よ うに な っ た 。

以 上 の こ とか ら、 実 践 前 に 比 べ 生 徒 に 自己理解 が 深 ま り、 指 導 のね らい と した 「望 ま

しい 資 質 を は ぐ くむ 出発 点 とな る 自己 理 解 」 を十 分 に達 成 で き た。

今 後 の課 題 と して は 、

① 進路 選 択 に お い て、 自主的 ・自発 的 な活 動 を促 す た め に 、 よ り効 果 的 な 構 成 的 グル

ー プ エ ンカ ウン ター の運 用 を 図 る
。

② 次 の よ うな評 価 の観 点 に した が っ て 、具 体 的 に 生徒 の 変 化 を評 価 で き る よ うに す る。

ア 生 徒 一 人 一 人 が 自 己理 解 を深 め 、 人 間 と して の 在 り方 生 き方 を真剣 に考 え る こ と

が で き た か。

イ 集 団 や 社 会 の一 員 と して の 自覚 を深 め られ た か。

が考 え られ る。 教 室 が 自分 を思 う存 分発 揮 し語 り合 え る場 、 認 め合 え る場 と して 存 在 で

き る よ う、継 続 的 に生 徒 の活 動 を指 導 ・支 援 して い く必 要 が あ る。
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事例4学 校 行事

集団 や社会 の 一員 と しての 望ま しい資 質 をは ぐくむ指導 の工 夫

～移動 教室 を通 して の取 り組 み ～

1指 導 のね らい

本研 究 の主題設 定理 由 で も触 れ たが 、今 日、青 少年 の 人間 関係 の希 薄 さ、連 帯感 の薄 れ 、

規 範意 識 の低 下 な どが問題視 され てい る。 この ことは、本 校 で も大 きな課 題 として とらえて

お り、対 策 が検討 され て きた。

そ して今年 度 、次 の3点 を主な ね らい と して 、入 学後 の 早い 時期 に宿 泊行事 を取 り入れ た 。

① 規律 あ る集 団 生活 の中 で、 生徒 一人 一人 が役割 を負 い 、そ の責任 を果 たす こ とを通 し

て、集 団の成 員 としての 自覚 を もつ。

② 生徒 が 中心 とな り企 画運 営 をす る ことで 、 自主的 ・自発 的 な活動 を促 し、達成感 ・充

実感 を得 る。

③ 集団 生活 を通 して互 い を理 解 し、認 め合 うこ とで 、コ ミュニケ ー シ ョン能力 を高 め る。

2対 象 普 通科 全 日制課 程 第1学 年237名

3取 り組み

(1)移 動教室 の実施 計画

学年 担任 団 の決 まった2月 上旬 に移 動教 室の 実施 を検 討 した。

場 所 は 目的や 費用 な どを考 慮 し、大 島セ ミナー ハ ウスを利 用す るこ とに した。 また 、

交通機 関は今年 度就航 の竹芝 桟 橋 を朝 出発 し、2時 間弱 で 大島 に到着 で きる高速船 を利

用す るこ とに した。

対 象 とす る生 徒 の入 学 前 まで に移 動 教室 実施 の 目的 ・方針 ・基本骨 子 を決 定 した。

(2)実 行委員 会 ・ホー ムル ー ムの 流れ

入 学式 の翌 日、各 ホー ムル ー ム2名 以上 の実行 委 員 を募集 し、16名 が集 まった。 こ

の16名 が 中心 とな り、企 画 の検討 及 び運営 を行 った。 入 学 して か ら移動 教室 まで の 短

期 間 に7回 の実行 委員会 を行 った。

実行委 員会 を指 導す る にあ た り、下 の3点 に留 意 した。

① 実行委 員 の生徒 が行事 の 目的 をきち ん と理解 す る。

② 指導者 は基本骨 子 を伝 え、実行 委員 の生 徒 が全 体 の流れ をつか める よ うにす る。

③ 指導者 は必要 に応 じた 指導 ・助 言 を行 い、 生徒 が 中心 とな り話 し合い を進 め る。

実行 委員 の生徒 は 、短期 間 の 内 に活 発 に話 し合 い を積 み 重 ね、様 々な企画 を検討 した。

ま た、 実行委 員の 生徒 は 、ホ ー ムル ー ムの時 間 に必 ず 、委 員会 で話 し合 った 内容 を説

明 し、ホ ー ムル ー ムの生徒 か らの質 問 を受 け付 け、 次回 の委 員会 で 、更 に内容 を協議 し

決定 す る とい う作業 を繰 り返 した。 そ の結 果 、生 徒全 員 が 実行委 員会 の動 きや 、移 動 教

室 の 目的 を理解 し、行事へ の意 識 が 高ま ってい っ た。(表1)
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入学式

表1実 行 委員 会 とホー ムル ー ムの流れ

実 行委 員会 の流れ

4/10(水)第1回 実 行 委 員 会

(実行委員会の体制を決 定)

(移動教室の 目的 ・基本骨子説明)

4/12(金)第2回 実 行 委 員 会

(班編成 について、班内の役割 分担の設定)

4/15(月)第3回 実 行 委 員 会

(運動会 、キャンプファイヤーの内容協議)

(実行 委員の担 当分担)

4/17(水)第4回 実 行 委 員 会

(運動会、キャンプファイヤーの内容協議)

(各担 当の仕事内容確認 、しおり作成)

4/19(金)第5回 実 行 委 員 会

(しお り綴 じ込 み)

4/22(月)第6回 実 行 委 員 会

(運動会、キャンプファイヤーの内容協議)

(各担 当の仕事 内容確認)

4/23(火)第7回 実 行 委 員 会

(前 日指導の打ち合わせ、持ち物準備)

前日指導

実行委員を選出

委員会報告

質問事項収集

委 員 会報告

班 編 成 ・役 割分 担 、班員 名 簿提 出

委員会報告

企画内容提案 ・審議

委員 会 報告

企 画 内容決 定 ・説 明

委 員会 報告

しお り配布 ・説 明

委員会報告

企画内容の詳細説明

(3)企 画 ・検討 内容

実行 委員 か ら次 の よ うな意見 が出 され、検 討 を した。

① 班分 けにつ いて

班分 けの方 法 につい て も実行委 員会 で意 見が 出 され 、検討 を した。

「班 は ホー ムル ー ムの枠 を離 れ 、学年全 体 で組 む。 そ の際 、 同 じ出身 中学 の 仲 間 とは

でき る限 り組 ま ない よ うに し、やむ を得 ない場 合 に は2人 まで と しては ど うか?」 とい

う提案 で あっ た。 これ は、 「ホ ー ムルー ムの仲 間 とは普 段 の学 校生 活 の 中で接 す る機 会

が 多 く、 ま た移 動 教室 ま でに交 流 で きる機 会 が多 くあ る。 そ の ため、移 動教 室 で は ホー

ムル ー ムの枠 を取 り払 い学年 全体 の横 のっ なが りを深 めた い」とい うのが理 由 で あ っ た。

具 体 的 に 日程 な どを検討 した結果 、準備 が 間 に合 わな い とい うこ とで断念 を した が 、

今 後 の校 外行 事(修 学旅 行 な ど)で 実現 させ る こ と とな った。
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② 行程 にっ いて

行 程内 の各企 画 内容 につ いて検 討 を し、 実行委 員 会 とホー ムル ー ム との 間で話 し合 い

を重 ね、 実施 内容 を決 定 した。

検討 、 決定 した内容 は表2の 通 りで あ る。

表2行 程 の検 討 内容

1日 目午後

【島内散策 】

1日 目 夜

【ホームルーム】

【係 会 議 】

2日 目午 前

【球 技大 会】

2日 目午 後

【運 動会 】

2日 目 夜

【キャンフ.ファイヤー】

3日 目午 前

【三 原 山登 山】

生徒の活動

・海 の見 え る コー ス

・班 ごとに行 動

・目的 地 に到 達 した班 か ら昼食

・昼 食後 は決 め た範囲 内で 自由行 動

な ど

・事 前 に各担 任 、係 担 当指 導者 と話 し合

い の内容 を検 討

・当 日の 運営 は実 行委 員で実施

・内 容 に よる会場 の割 り振 り な ど

・バ レー ボ ー ル 、 卓 球 、 バ ド ミン トン の

3種 目

・ホ ー ム ル ー ム 対 抗

・審 判 は 各 種 目 の 経 験 者 に依 頼 な ど

・一 部 の生徒 だ けがす る選手種 目で はな

く、皆 で参加 で きる種 目を選択

・各種 目のル ー ル 、得 点 な ど、実施 方 法

を決定

・審判 は 教員 に依 頼 な ど

・御神 火 太鼓 の 実演及 び体験 の依 頼

・点火 式 の方 法(炎 を着 色)

な ど

・登 山経 路 の選択

・山頂付 近 にチ ェ ックポ イン トを設 置

な ど

指 導者 の指導 ・援助

・資料 の収集 、紹介

・利 用 可能 施設 の紹介

・利 用可能 物 品の紹介

・素 案づ く りの助 言 ・指導

運動会の様子

・安 全性 へ の配 慮

・各 企画 、決 定後 の手配

な ど

御神火太鼓の体験

(4)実 施 中の様子

実 行委員 会 は点呼 をは じめ、 各企画 の司会 ・運営 の 全て を積 極 的に行 った。他 の生徒 も

全員 が班長 ・食 事 ・清掃 ・保 健 ・入浴 な どの係 に あた った。 食 事 の配膳 、布 団の上 げ 下 ろ

し、宿舎 の清掃 にいた るま で 自分 た ちで行 わ な くては な らな い環境 で 、各 自の役割 を 自覚

し、 自主的 ・自発的 に行 って い る様 子 が見 られ た。

また 、出発 前 に多 く見 られ た2、3人 の小規模 な集 団が 、企 画 の進行 に伴 っ て徐 々に大
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き く な り、4、5人 の 集 団 あ る い は そ れ 以 上 の 集 団 に な っ て い っ た 。

さ ら に 、 初 め は 硬 か っ た 生 徒 の表 情 が 、 時 間 が 経 過 す る に つ れ て 次 第 に 柔 らか くな り、

明 る く、 豊 か な 表 情 に 変 わ っ て い っ た 。

食事の配膳風景 話 し合い活動

4結 果 と考察

今 回 の移動 教 室 は内容企 画 の段 階 か ら生徒 がかか わ り、運 営 を した。 また 、実施 中 も全員

が 何 らかの役 割 を負 い活動 を した。 実施 中の様 子 か ら、生徒 は一人 一人 が責任 を果 たす こ と

で集 団 の成 員 と して の 自覚 を もち、 自主 的 ・自発的 に活 動す る こ とで達 成感や 充 実感 を得 る

こ とがで きた。 下 に生徒 の感 想 文 の一部 を紹 介 したが 、他 の 多 くの感想 文 に 「初 めは行 くの

が不安 だ っ たが 、 行 って よか っ た。」 とい うもの が多 数 あ った。 移 動教 室 を通 して、 生徒 間

に コ ミュニケー シ ョンの輪が 広 が り、人 間 関係 を築 くこ とが で きたの で はないか と考 え る。

また 、指 導者 に とって も学校 内 で は見 る こ とので きない生徒 の人 間関係 や様 子 、表 情 を見 る

こ とが で きた。 また 、ゆ っ く りと会 話 ので き る時 間が もて た ことで 、早 い段 階 で多 くの 生徒

の理解 を深 め るこ とが で き、 そ の後 の生徒 指導 に役 立 てる こ とがで きた。

B私 は伊豆大島に行 くの も船に乗 るの も初めてで、す ごく楽 しみ に していた。

〈中略 〉

入学 して まだ ちょっとしかた ってな くて、知 らない人 ばっか り集ま って、まとま りの無かっ

た感 じがあったクラスが この2泊3日 で少 しずっま とまってきた よ うな気が した。みんなで頑

張 ったバ レーボールな どす ごく楽 しか った。お風 呂や ご飯 、 自由時間等 も充実 していた。 この

2泊3日 でた くさんの友達がで きた。私に とって最高の2泊3日 にな りま した。
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1Vま とめ

本年度特別活動部会では「集団や社会の一員 としての望ま しい資質をは ぐくむ指導の工夫」

とい う研究主題 を設定 した。 この研究主題に基づき 「望ま しい資質 とは何か」について検討

した。

次に、今 日の生徒が、学校生活や社会生活を送る上で、集団や社会の一員 としての 「望ま

しい資質」がどの程度は ぐくまれているかを調査す るために、アンケー ト調査を実施 した。

この調査結果 を分析 して、「望ま しい資質」をはぐくむための指導 ・援助の観点をA～E(7

頁参照)の5点 にまとめて、以下の4点 の実践事例 に取 り組んだ。

○ホームルーム活動

事例1障 害者福祉作業所でのボランテ ィア活動 を通 しての取 り組み

事例2相 互評価 を取 り入れた文化祭の取 り組み

事例3構 成的 グループエンカ ウンターを取 り入れた自己理解 を深める取 り組み

○学校行事

事例4移 動教室を通 しての取 り組み

事例1で は、障害者福祉作業所でのボランテ ィア活 動を実施 して、生徒一人一人に責任 を

果たす場を提供 したことで、集団や社会の一員 として 自覚ある行動が生まれた。また、事前

学習 を行 った ことで、生徒一人一人が障害のある人 との 自主的 ・自発的な交流を深め、達成

感や充実感が得 ることができた。

事例2で は、文化祭の取 り組みで相互評価 を取 り入れ たことで、生徒一人一人が責任 をも

ち、ホームルームの一員 として 自覚 ある行動 を取ることができた。それ により、生徒 らは達

成感や充実感 を得 ることがで きた。 また、指導者 が、生徒 を活動の過程で適切に褒め認 めた

ことで、生徒一人一人が 自分の長所を含 めた自己をきちんと理解 し、自分のよさを引き出 し、

伸ば し、自己の存在感 を実感 し、自信 をもっこ とができた。

事例3で は、 自己理解を深めるために、構成的グループエンカ ウンターの手法 を取 り入れ

たことで、生徒一人一人が 自分の長所 を含めた 自己をきちん と理解 し、他者 との関係で 自己

の存在感 を実感 し、自信をもてるようになった。

事例4で は、生徒が企画 ・運営する移動教室を通 して、生徒一人一人が責任 をもち、学年

の一員 として自覚 ある行動ができるよ うになった。 また、生徒一人一人が集団の中で自分の

居場所を見つけ人間関係を育成す るとともに、学年 と しての規範意識を高めることができた。

これ ら4点 の実践事例を通 して、生徒は 「望ま しい資質」をはぐくむことができた。今後

も、このよ うな実践を学校生活全体で、長期的な計画に従 って継続的、組織的に指導 ・援助

していくことが大切である。
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